



























二年の会員名簿には就職先が未記載だが、応召し、漢口で日本の敗戦を迎えた。一九九七年一月二十一日に亡くなった。翠田実、田村忠、河合一男の共同作成『日誌』（中支第三班）。翠田は一九四二年 上海北四川路の阿部市洋行で職務に就いた。今まだ存命である 河合は一九四二年当時満洲国白城県の白域子駅で職 に就いた。今まだ存命である。村上和夫、岩橋恒二、蓑津豊、武藤義道の共同作成『日誌』（大倉県班）。村上は後に上海四川路の三井物産に勤務したが、その後会社から入隊し、一九 六年十二月十一日に亡くなった。『大学史』の該期生の回想録後記 は、九四二年秋に中尉として迂偽軍事顧問補佐官という重要な活動をしたと書いてある。蓑津は現在、沼友会第三十五期の幹事をしている。武藤は一九三九年に卒業して、上海総領事館特別調査班に入り、翌年入隊した。一九四六 農業に従事し、一 五三 には教員 なり、一九八八年五月日に亡くなった。渡辺長雄作成『報告』（上海班、十二月）『上海を中心とする中支通貨の問題
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円紙変調の考察を中心として』。表紙、
目次、参考図書目録は各一枚、本文は二十五枚（全て両面）である。渡辺は長野県出身で、一九四二年東京日本銀行本店で職務に就いた。現在霞山会の顧問である。萩下利明、渡辺健治の共同作成『日誌』（第三十五期北支経済調査第一斑）。萩下は一九四二年当時、三菱商事天津支店で職務に就き 既に亡くなった。渡辺は徳島県出身で、三輿株式会社で職務に就き、一九四二年入営中に姓を砂川に改め、一九九七年二月十三日に亡くなった。富田清之助、橋本昇、近光毅、菊池喜久治、中園静雄の共同作成『南通県調査班旅行日誌』。六月六日上海を離れ翌日南通に至り 七月 日南通を離れ翌日上海に帰る、四日南京へ行き十二日上海へ戻る、十八日青島へ行き二十一日済南に到着、二十九日に天津で解散、自由行動。十頁目には付記として仲間が蒙誼へ行った状況が 十一
l
十四頁
には七月十二了十八日 津浦線を北上した日誌が載っている。頁数 なく、本文十四頁 ある。富田は一九四二年当時、満洲国要女省虎林県の部隊に所属し 八一 二月一日に亡くなった。橋 は一九四 年当時、上海北四川路の華中砿業公司で職務に就き、一九九
O
年四月二十三日
に亡くなった。近光は一九四二年、北京新民会中央調査本部に勤務し、現在沼友会第三 五期代表幹事で 菊池は一九四二年、漢口江商出張所で職務に就き、今まだ存命である。中園は一九四二年当時 入営中。今まだ存命であス》。高瀬鉄雄、小谷念、佐野三治郎、栗固定吾の共同作成『武進県調査報告書』（常州班）。表紙及、ぴ目次はそれぞれ一枚、頁数はないが、本文百六十三頁である
同文書院記念報
谷本誠、岡田米作、松本達雄の共同作成『日誌』及び『報告』（中支調査第四班、江陰）。河野武彦（山梨県出身） 鶴田藤太郎、簡目指田（台湾台南州斗六郡大稗庄麗竹巷四百七十三号）の共同作成『報告』（南京班）。日本軍の南京占領後の状況を述べている、表紙及び目次はそれぞれ一枚、本文七十九頁である。河野は後に住友系商社に勤務したが、戦争末期に再度出征し戦死した。鵜田は（訳者注・・戦争での）胸部のやけどにより、一九四二年当時傷規軍人広島療養所にあり、一九七八年七月三日亡くなった。簡は一九四二年当時 日本名を高原豊彦とし、上海四川路の三井物産で職務に就いた。現在台北に住んでいる。横尾幸隆（佐賀県出身）、本土敏夫、田浦正成の共同作成『日誌』（北支第二班）。六月一日上海を離れ、翌日青島に到着、五日済南到着、十日天津到着、十五日塘泊到着、二十三日北京到着、七月九日北京を離れ 二十四日張家口に至り、二十六日大同に至 二十九日包頭に至り、三十日厚和に至り、八月一日張家口に戻る、六日西蘇尼特、東阿巴曜、貝子廟に至り、十三日林西に至る、十七日赤峰を回り熱河に行き、二十四 そこを離れ 月一日にコ一人新京にいた。横尾は後 河北省宝祇県の新民会に勤務したが、太平洋戦争勃発後は再度出征し、一九四二年戦死した。本土は一九四二年 彰徳にある 南新民総会にいた。一八二年一月二十六日に亡くなった。今里明、浜田守保の共同作成『日誌』（北支第六班）。井上喜三郎、戸部茂、小林安正の共同作成『報告』 常熟班）。
瀬戸謙、妻木辰男の共同作成『報告』（中支第十四班、青浦班）。頁数はないが、表紙一枚、本文四十五頁。鈴木属吉など共同作成『日誌』（中支第十九班）。梅原和夫など共同作成『日誌』（南洋第一班）。内坂雄旗など共同作成『日誌』（北支調査第四班）。多倫に至る記がある。秦省吾（福岡県出身）、小野庄太郎の共同作成「撫湖調査報告』（中支第十三班）。頁数はないが、表紙一枚、本文四十六頁。秦は後に上海北四川路興亜院華中連絡部政務局に勤務し、太平洋戦争勃発後は再度応召されて出征し、九四二年に戦死した。青井正親など共同作成「日誌』（中支第六班）。青井は一九四二年に日本染料製造青島出張所にいた 一九九六年十二月十日に亡くなった。清水正徳など共同作成『日誌』（中支第十一揚州班）
C
田中康念、島田満穂、牛島俊吉、村岡侃、北野貞夫の共同作成『松江県調査報告書』、表紙一枚、本文二 枚。山田左雄、佐藤照勝、玉井三郎の共同作成『報告』（鎮江調査班）。すなわち鎮江経済の概要で、頁数はないが、表紙一枚、本文七十四頁である。松村甫などの共同作成『日誌』及び『報告』（昆山班）。松田俊彦、坂田逸郎、田代由紀男、横山能久の共同作成『南洋華僑ノ現状ト動向』（南洋第四班） 七十六頁。細川正直（長野県出身）、細萱元四郎の共同作成『日誌』（北支調査第三班）。六月一白書院を離れて 島に赴き、翌日到着、五日済南に至り、七日天津に至る、中日学院に宿泊、十六日北京に至り 二十三日保定に赴く。翌日石家
『北京国家図書館所蔵東亙同文書院1938-43年 昏院生夏季旅行調査報告書及び日蛇目録』5 
庄へ行き、二十六日太原に赴く、二十八日石家庄に戻り、七月四日北京に戻る、六日張家口に赴き、十一日綴遠着、翌日蒙題連盟自治政府を訪問し、徳王に御機嫌を伺う。十三日包頭に赴き、十五日豊鎖に至り、笠日大同に赴く、十八日晋北政府を訪問し 翌日出発、 を回り二 日北京に着き、後に天津を経由して大速 赴き 二十四日以後は満洲との記識がある。頁数なく、表紙一枚、本文六頁。細川は後 大阪住友本社商工課に勤務したが、一九四
O
年
再度入隊し、満洲国理春の佑美部隊門倉隊に所属したが、一九四二年台湾へ赴く途中で亡くなった。小泉清一、橋口正行、村田久雄の共同作成『報告』（呉江班）、呉江の概要で、表紙 地図がそれぞれ一枚、本文百九枚。小泉は現在、温友会第 十五期の幹事である。小岩井忠勝作成『報告』（上海経済班）口新行内義兄などの共同作成『日誌』（北支第五班）。穴沢健二、西本礼三の共同作成『報告』（丹陽班）。丹陽経済の概要で、頁数はないが、表紙一枚 本文二十一頁穴沢は一九四二年当時新京の満洲中央銀行 いた。斉藤洲臣などの共同作成『日誌』（湖州班）。佐官県元一などの共同作成『日誌』（岳陽〔無錫の間違い〕珂τ
佐山は現在、沼友会第三十五期の幹事である。







































合、会館について、百十四頁。高相武彦『日誌』。『報告』は既刊。宮静夫『日誌』、山東省調査班第三班、二十一頁。報告 山東省交通状況』。宮原正四郎『日誌』（香港班）、両面九頁 十七頁告『香港ニ於ケル日本人商工業者ノ活動状況』古赫正義『日誌』（南通を中心とする ）、両面三十頁（六十頁）。『報告』。古賀六郎『日誌へ湖北。 報告 は既刊古市清『日誌』（広東第二十一斑）、二十六頁、頁数なし。報告『広東地方交通状況』。光岡義男『日誌』、湖北。 報告 は既刊。『大学史』の佐賀県の項にその名があるが、早逝している。他に常会及び偽社団資料集『武漢演劇改善会 正義会、洪需の概要、華中青年協会』がある。光岡は一九四二年当時、恰爾漬大
r北京岡家図書館所蔵'lJ(盛岡文密院1938ー何年 書院生夏季銘行調査報告書及び日誌目u」
興公司で職務に就いたが、ニューギニアで戦死した。広末治男『日誌』（河北省調査班）、十七頁。『報告』は既刊。河合祝男、政治班、田中信隆の名が見える。『大学史』三十五期には名前がない。『報告』は既刊。タイの華僑について。河野龍雄『日誌』、表紙では「男」となっており、扉では「雄」となっている。報告『中支、徐州一帯の「教育事情に就いて 、附「開封附近の教育概況」』三十九頁。横川武『日誌』、『報告』。『日誌』（二十四班、香港・洩門）は三十頁、六月十五日広州、午前九時に一同は杉本少将を訪問し、海南島へ行く船を要望したら、昼一時に黄浦から出航する船があるので、司令部へ行って手続きをしないといけないとのこと、急い 手続きに行き副官に会ったが、船は既に出航してしまい、次は二十四日にな とのことでとても残念であった。十七日に船で台湾へ行っ 旨が記してある。後藤勝一『日誌』、『報告』（海南島）。吉村英助『日誌』、報告『海南島金融経済事情調査 書』（海南島調査班）十一月。吉田忠『日誌』、報告『展門貨幣金融調査報告』六十二頁。江淵薫『日誌』。『報告』蒙彊について。角田三郎 三十頁、藤州調査、のち牡丹江へ北上。他に『報告』がある。津波古充誠『日誌』（山西省調査班）十三頁。報告『山西省教育調査』、六月に太原で調査、四十八頁に表一枚加えたもの。
第十四班、南京・安徽蕪湖
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他に『報告』がある。前田孝『日誌』、頁数はないが十九頁。済南に至り、徳県の宣教師を調査し、その後青島、大連、奉天に至った後に朝鮮を経て帰国。他に『報告』がある。浅川典生、『日誌』がある。他に『報告』があり、蒙遁について述べている。『大学史』には名前がないが、『会員名簿』には三十七期とある。浅山益生、『日誌』がある。他に『報告』がある。秋山安正、『日誌』（院南調査班）があり、頁数はないが四十二頁。『報告』があり、既刊。若規英敏、『日誌』（山西省南部ないが 六 他 『報告』がある。
山本尚長、『日誌』（岳陽調査班）があり、頁数はないが六十八頁。他に『報告』があり、既刊。山口勝之、『日誌』があり、二十八頁。南京、済南、青島と北京を経て六月二十八日に張家口に至り、若林先輩を訪ねてお世話になり、二十五期の広瀬先輩や三十一期の上原先輩と一緒に夕飯を食べる。二十九日午後 蒙彊連合委員会に行き、興亜院連絡長官の酒井少将に会い 約一時間半話を聞いたが、大いに有益であった。その後、特務機関へ行き下永（憲次）大佐（当時、徳化特務機関長）を訪問し、話を約一時間聞く。三十日朝八時半 混合列車 乗午後一時五十五分大同に至る、更道街にあ 本沢組 坂下先輩を訪ねてお世話になり、蒙語新聞の須藤先輩、大羽顧問（先輩）等と話しをした。七月二日厚和に着き、沢 顧問（先輩）宅へ行き る。三日包頭に行く、途中には阿片窟が一段と多く、高谷先輩宅へ行きお世話になる。四日豊鎮、大同を経て 五日北京着。十九日新 にあり二十四日釜山を出発し二十 広島に帰る、 ある。他『報告』があり、既刊。上野陽、『日誌』があり、岩間正雄の名がある。『報告』があり、丹田 郎の名がある。深沢治平、『日誌』及び『報告』があり、蒙彊について述べている。『大学史』 名前がないが、三十四期である石川久、『日誌』（山西省南部遊歴班）があり、四十三頁。他に『報告』がある。市村克孝、『日誌』（第十班〔武昌〕）他に『報告』（武昌）があり、既刊。樹野阪治、『日誌』（江西省班）があり、
十八頁。
四十八頁。他に
r~ヒ京国家図書館所蔵東亜同文曾院1938-43年 寄院生直争旅行調査報告曾及び日誌目 Sゐ9 


























『北京凶家図書館所蔵東亜同文~院1938-43年 曾院生夏季銀行調査報告書及び日誌目 SおI 























田実との共同作成『日誌』（広東省調査第三班）、さらに『広州地方物資の出回及取引状況』がある。宮沢宏、『日誌』（長江流域調査第十班）があり、武昌、漢口、武漢等の地を回る、他に『武漢三鎮の工業』があり、昭和十六年の安藤（健吉）のテーマとよく似た報告である。宮沢龍彦、『日誌』（海南島調査第四班）がある。古賀久生、『日誌』（山西省調査班第二班）が り、開封、天津、石門、太原等 を回る、他に『山西省太原に於ける軍管理工場に就いて』がある。谷本忍、『日誌』（広東調査第一班）があり、他に『広州市財政調査』があり、『報告 は既刊。横井秀信、『日誌』（長江流域調査第五班）があり、青島、上海、済南、旅順、大連等の地を回る。他に杭州 蘇州、南京、蕪湖、九江、漢口 大連 青島、北京、奉天等の地を回る。更に『江西省に於ける物資出回り状況』があ 。戸田拓二、『日誌』（旗門調査）があり 基隆、広束、香港、天津、北 等の地を回る。吉村健次、『日誌』（長江流域調査第三班）があり 蕪湖、漢口、南京等の地を回る 他に『安徽省の地方財政』がある。吉本正男、『日誌』（楊子江流域調査第三班）があり、蕪湖、漢口、南京、奉天等を回る。他に『安徽省に於ける鉱産資源に就いて』がある。吉田善以『日誌』（緩遠省調査班）があり、徐州 済南、天津、北京等を回吉田盛次、『日誌』（海南島調査第二班）がある。今村茂八郎、『日誌』（海南島調査第四班）がある。
『北京国家図書館所蔵東亜同文書院1938-43年 曾院生夏季旅行調査報告書及び日誌目Sお13 
加藤大助、『日誌』（斯江省調査班）があり、上海、杭州、粛山、西興鎮、台湾等を回る。『報告』は既刊。加藤苔郎、『日誌』（綬遠省調査班）があり、南京徐州、天津 張家口等を回る。他に『蒙彊天主教』がある。江藤茂樹、『日誌』（緩逮省調査班）がある。今村俊一、『日誌』（漸江省調査班）がある。他に『漸江省教育施設復興状況に就いて』がある。今泉陽男、『日誌』（河北省調査班第一『北京、天津に於ける外国商社』がある。今井正次、『日誌』（河北省調査班第一斑）があり、青島、
済南、天津、北京等を回る。『日誌』があり、他に『河北省を中心とする華 交通建設事業概況』がある。井上道高、『日誌』（楊子 流域調査第二 ）があり、嘉興、杭州、済南、上海等を回る。他に『湖北を中心とする商業調査』がある。井原雄治、『日誌』（楊子江流域調査第二班）があり 上海、湖南、杭州、台湾等を回 。他に『杭州を中心とする貨幣合融状況』がある。開田正雄、『日誌』（庚東調査第二班）があり、『報告』は既刊。立花正平、『日誌』（漸江省調査）があり、他に『杭州、嘉興に於ける民船に就いて鈴木泰、『中支振興会社活動現況』がある。柳内滋、『日誌』（山東省調査）があり、青島 南京、済南、北京、天津等を回る。報告は田中専正の項を参考のこシコ瀧口実、『日誌』（庚東調査第一班）があり、台湾 贋束





基隆、台南、台北等を回る。岡崎俊広の項を参考のこと。森博民、『日誌』（楊子江流域 五 、他に『楊子江流域の麻』がある。森口薫、『日誌』（楊子江流域調査第二班）があり、他に『杭州に於ける主要紡績工業』があり、既刊。森茂樹、『日誌』（庚東調査第一班）があり、他に『蹟東に於ける我が興亜政策の政治的経済的発展』がある。山本（崖）春甲、『日誌』（河北省調査班第一斑）があり、『報告』は崖春甲の項を参考のこと。山本貞文、『日誌』（漉門調査班）があり、他に『庚東に於ける貨幣金融状況』がある。山崎秀一、『日誌』（福建省調査班 慶門日誌）があり、他に『度門に於ける邦人の進出居住状況に就いて がある山田正純、『日誌』（海南島調査第一班）があり 油頭基隆、台湾、海南島等に至る。六月四日！八月二日、史料金二、十三、二十四、二十六頁、十七
l十八頁は海南が記
















に『杭州に於ける工業』がある。七十九頁。石田秀一、『日誌』（海南島調査第三班）がある。矢田民雄、『日誌』（河北省調査班 二 、北京駐在）があり、頁数はない 、八十六頁で、ばらばらになっている、大岡、張家口、奉天、釜山等を回る。六月二日
i
七月




















































奥野重雄、『日誌』（太原調査、第三班）があり、他に『山西省の鉄道 就 て』がある。白井秀夫、『日誌』（第八班）があり、張家口を回 承徳、奉天、新京等 至る。他 産投斉県 就いて』があλv。白柳義て『日誌』（第二十七班）があり、六月二日
l
八






十二頁。他に『日持どがあり、基隆、鹿門、廃東、演門等を回る。なお、『庚東省の教育に就いて』があり、頁数はないが、六十三頁。池田陽二郎、『日誌』（第二十八班）があり、基隆、台湾、演門、油頭、民門等を回る。他に『日誌』があり、基隆、庭内、油頭、大向、包 なお、『贋東地方の交通に就いて』があり 九十二頁、（正文）目次二頁、中に秘密部分がある。川口金三、『日誌』（台湾調査）があり、六月二日l七月十八日、四十九頁 基隆 金門等を回る大森茂、『日誌』（第一班）があり 六月六日
i
八月二十
一日、二十六頁、満洲に至 他に『天津の工業に就いて』がある。道旗林三郎、『日誌』（第十一班）があり、六月六日l七月九日、十頁、前に経由路線があり、上海を回り 鎮江、楊州、南京、徐州 青島、北京等 鎮江県に於ける教育復興状況』がある。大脇秀次、『日誌』（第十六班）があり 六月六日
i
七月












青島、済南、張家口 天津 北京等に至る。他 『庭内市商会の現状に就いて、附鹿門の貿易及び物資出回状況』がある。目次は序言、第一章 本市商会の現状、第一節、本会の沿革、第二節、本市商会の章程 第三節、最近の本会業務概況、第四節、本会の財政状態、第五節、鼓浪棋区商会との関係、第六節 加入同業公会の沿革及、ぴ現状 第二章、貿易の現状 結言 となっている。片面 表紙一頁内容（目次を含む）六十七頁、 かは紙箔業工会（四十八l五十頁）等について述べている。一九九三年、鹿門の鷺
















十八日、頁数はないが、十二頁、鹿門、台湾 基隆等に至る。他に『日誌』があ 基隆 台北等を回り、上海に帰る。また、『展門の人口問題に就いて』がある。高屋孝之、『日誌』（第二十六班）があり 六月二日
l
七




十二日、頁数はないが 三 一 蕪湖 南京 天津、北
『北京国家図曾館所蔵東亜同文曾院1938-43年 嘗院生夏季旅行鋼査報告書及び日誌．目 Sl.19 
京等を回る。他に『日誌』があり、蕪湖、漢口、漢陽、南京等を回る。また、『九江県に於ける教育復興状況』がある。宮坂喜雄、『日誌』（第二十班）があり、六月六日l九月十六日、頁数はないが、三十六頁、南京、蕪湖、漢口、｛且昌等を回り、上海に帰 南京 武漢、漢陽、漢口 ｛且昌、大連 青島等を回る。また 『湖北省漢陽県県政調査』があ宮下忠雄、『日誌』（楊子江流域）がある。宮原一、『日誌』（第十六班）があり、六月六日
l
三十日、









皿谷伊勢男、『日誌』（第二十四班）があり、台北、基隆、蘇州、南京 張家口を回る。他に『展門の貨幣金融及び華僑に就いて』がある。木村正三、『日誌』（第五班）がある。木田弥三旺、『日誌 二十七班）があり、台湾、鹿門仙頭、洩門を回る。『報告』は既刊。内藤守義、『日誌』（第二十九班、贋東省班）がある。牛島辰雄、『日誌』（第一班）があり、奥野重雄の項にいれるべきである。平井勉、『日誌』（第十八班）があり、上海、武昌 漢陽、漢水、北京、天津、上海を回る。他に『湖北省各県地方財政』がある。前沢吉衛、『日誌』（第十七班）があり、漢口 天津 北京を回る。浅野栄市、『日誌』（楊子江流域調査第九班）が 他に『漢口に於ける商業調査』がある。橋本清、『日誌』（第二十［二十二班）があり、南京 済南、漢口、天津 。他に『日誌どが り 南京、漢口天津、奉天を回る。また、『武漢を中心としたる湖北省教育調査』がある。青柳星美、『日誌』（北支調査）があり、南京、蕪湖 漢口、武漢、幹埠 徐州 北 等を回 。第十九班 済南太原、昨埠、徐州を回る。 報告』は既刊
青木繁男、『日誌』（第十八班）があり、上海、済南、漢口、天津、北京を回る。別の一冊は、上海、漢口、南京、済南、天津、北京を回る。また、『漢口に於ける金融調査』がある。青山貢、『日誌』（第二十一班）があり、南京、蕪湖 漢口、武田回、北京を回る。他に『漢口特別市に於ける教育復興状況』がある。清水健次郎、『日誌』（第十六班）があり、南京、南昌、北京、釜山を回る。他に『南昌に於ける工業に就いて』がある。秋貞健一、『日誌』（第七班）があり、青島から張家口に至る。他に『厚和に於ける械箆業』がある。荻原義久、『日誌』（第十九班）があり、武漢、天津、九江、北京、上海を回る。他に『漢口特別市政府の財政 就いて』がある。泉沢尚太郎、『日誌』（第十四班）があり、上海、藤州南京、蕪湖、南昌、青島を回る。別の一冊は、奉天 撫順大連、旅順、奉天、新京、撤江を回る。また、『事変前に於ける江西省行政制度概略と戦後の推移に就いて』がある。三上量三郎、『日誌』（第二十六班）があり、台湾、仙頭、上海を回る。別の一冊は 台湾 南京、上海を回る。また『仙頭市潮安県潮陽県各地の教育状況』がある。三枝重雄、『日誌』（第二十班）があり、青島、済南 北京、太原、大問、包頭、上海を回る。別の一冊は、南京、蕪湖、武漢、漢陽 青島を回る。また 『武昌県の県政に就いて』がある。森精市、『日誌』（第三班）があり、蒙古、新彊について






南、天津、北京、大連に至る。他に『昆山県に於け 教育復興状況』がある。山口栄、『日誌』（第三十班）があり、贋束、基隆、鹿門仙頭を回る。他に『贋東の土布工業に就いて』が山領康夫、『日誌』（南支沿海旅行、 三十班）があり基隆、台北、展門、仙頭、 束、浪門を回る。他に『廃東地方に於ける米に就いて』がある。山崎正春、『日誌』（第十三班）があり、南京、蕪湖、京を回る。他に『安徽省の教育状況』がある。山田公太郎、『日誌』（第七班）があり、大連から 青島、上海に至る。山田順造、『日誌』（第十班）があり 上海から 台湾庭門、仙頭、庚東に至る。他に『南京、罫州を中心としたる支那側学校教育に就いて』がある。他に『報告 り、既刊。山下伸二郎、『日誌』（第二十一斑）があり、南京、蕪湖、
武漢を回る。上野慎一、『日誌』（第三十一班）があり、上海、基隆、決門、贋束、厩門を回る。他に『蹟東にが、ける査民に就いて』がある。上野有造、昭和十五年を見られたい。石崎昌雄、『日誌』（第十一斑）があり、北京から、済南、青島等に行く。皿谷伊勢男。松本浩一、『日誌』（第七班）があり、青島から、石門、新京、奉天に至る。松本鎮夫、『日誌』（第二班）があり、他に『河北省を中心とする華北自動車交通に就て』がある。松本正、『日誌』（第十六班）があり、南京、天津 奉天、恰爾演を回る。他に『南昌に於ける支那家族の組織に就いて』がある。松崎茂夫、『日誌』（第二十一班）があり、南京 上海青島、済南、天津、北京を回る。別の一冊は、南京 蕪湖漢口、北京、漢陽を回る。また、 事変後の漢口市政に就いて』がある。松下京平、『日誌』（第十七班）があり 済南、南京、北京を回る。他に『湖北省の棉花事情』があ藤原敏夫、『日誌』（第二十五班）があり、上海、基隆太原、奉天、旅順、新京を回る。別の一冊は、上海、基隆、太原、奉天、撫順を回る。また、『鹿門 教育状況』がある。田尻泰正、『日誌』（第二十三班）があり、台湾 海南島北京を回る。別の一冊は、鹿門 海南島 庚東 張家口を回る。『報告』があり、アモイの紙箔について述べ
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ている。既刊。彼は一九一七年の生まれ、東京の人、（福岡の出身という説もある）本籍は佐賀県佐賀郡巨勢村一一六、一九四二年当時中国連合準備銀行安徽省宿県西門大街九七号宿県顧問室で仕事をした。国務院外事弁公室編集印刷の『日本人物辞典』（前掲）上巻第八百三十頁に彼を朝日放送東京支店放送部長と記載している。卒業後「偽華北連合儲備銀行で「経済調査」の仕事をし、中国の多くの地方へ行った。上海で国民党の日本戦争捕虜収容所の通訳を務めたことがあり、中国で十五年居住した。一九四六年帰国後、京都の新聞社で編集長を務め、同時にこの新聞社労働組合委員長に任じていた。 一 朝日放送へ転じ現在に至る。一九五七年七月に日本 間放送訪中団団長の肩書きでわが国を訪問した。訪中の間、政治思想が反動的であることを呈し、「二つの中国」という誤った論を主張 、岸信介を崇拝している。彼はソ連、米国は帝国主義であって、ソ連は中国を支配し 米国は 本を支配していると考えている。彼はまた、日本は民主、自由の国であるが、中国の社会気風がよくなったのは政府の強制によったものと考えている。人柄は悪賢く 口 うまい。訪中 時 積極的に外交に関する探りをいれて、わが国の対岸信介政府の態度を観察した（周総理 この代表団と接見し 岸信介中国人民を敵視する政策を糾弾した。事後、彼はなんと「だまされた」と言った）。わが国の人民内部の矛盾に大注目し、最初はわが国の建設成果に対して見下げてい が、そ 後は「中国のこの八年来の政策は正しく、大きな発展 あった」と言わざるを得なか 。生活態度 不良風がある。中国語ができ、旧中国の情況をよく知っている」。一九七
三年に朝日放送産業人友好訪中団の事務局長として中国に来た。のち、同社取締役テレビ編成局長を務めた。一九九七年二月六日に亡くなった。享年八十歳だった。田中専正、『日誌』（楊子江流域調査第十一班）があり、





月二十三日、十二頁、基隆、厩門、上海、南京を回る。他に『成東の居留民団に就いて』がある。新井宝雄、『日誌』（第十二班）があり、浦口から、幹埠、済南、北京、張家口、北京、奉天に至る。他に『杭州を中心とする経済地理』がある。彼は戦後に 新彊 瀞記』を書いている。岩本隆夫、『日誌』（第十七班）があり、上海、南京 蕪湖、漢口、徐州、天津、北京を回 。塩崎美智男、『日誌』（第十二班）があり、杭州から京、大問 北京等に至永江和夫、『日誌』（第六班）がある。青島から奉天 恰









八九年八月二十三日に亡くなった。小林省三郎、一八八三年九月五日生れ、新潟県出身。一九三一年十二月満洲特務機関長、一九三三年四月駐満洲海軍部司令官、翌年十一月中将 昇進 鎮海要港司令官、一九三六年 月預備役に入る。一九四五年七月国漂連盟本部長、一九五六年四月二十二日死去、事年七三歳永田達爾、『日誌』（第二十六班）、展門、油頭、広東を回る。有野芳郎、『日誌』（第二十班）、他に『特別困の性格と囲為替集中制に就いて』がある。友野裕、『日誌』（第二十班）、武漢、天津、大連、上海を回る。他一冊は蕪胡 漢口、大連、旅順を回る。また『武漢地区の交通について』がある。原念、『日誌』（第二十四班）、鹿門、仙頭、広束 台湾を回る。原田留吉、『日誌』（第二十四班）。他に 江流域の経済に就いて』があり、既刊競岡習志、『日誌』（第四班） 他に『太原に於ける織布マニユ つ る。
斎藤裕三、『日誌』（第六班）、大連、青島、天津、北京、張家口、恰爾漬へ至る。『報告』は既刊。中島秀孝、『日誌』（第三十班）、台北 基隆 油頭 広束捜門を回る。他の一冊は基隆、台北、鹿門、広東を回る。また『広東に於ける象牙業にかんして』がある。中条康彰、『日誌』（第八班）がある。上海、青島、承徳、奉天、新京を回る。第四十期、昭和十四年四月入学、十八年九月学部卒業、十七年旅行調査阿部弘、三十八・三十九期、『日誌』（第十班）では青島、天津・北京を回る。他に『支那に於け 現在 政治建設の状況』がある。阿久津房治、『日誌』（南支調査班）。阿久津房治、小野桂門田功、第二十五班、『北支、中支政治建設状況について』。安藤資郎、『日誌』（第二十三班）がある。天津、杭州蘇州、青島、済南、奉天を回る。他に『愛郷会』がある。百瀬源、『日誌』（北支調査班）がある。百瀬源、田中市松、秋山征士、滝本一夫 第二十六班、『蘇州に於ける金融機関と通貨の現状』 百七十八頁。坂本浩、『日誌』（第十班）がある。大連 青島、済南、北京を回る。他に『支那に於ける政治建設の状況』がある。坂下雅章、『日誌』（第二班）がある。上海、済南、石門、大同、包頭、張家口等を回る。北出太良、『日誌』（第十七班）がある。上海、青島、済南、天津、北京を回る。
『北京国家図曾館所蔵東盛岡文曾院1938-43年 寄院生夏季旅行調査報告硲及び日誌目録』25 
北村清八郎、『日誌』（中南支調査班）がある。浜島暁、『日誌』（第十班、南支）がある。薄葉行雄、『日誌』（第三十班、 ）がある。長坂毅、『日誌』（第十六班）がある。青島、南京、上海、浦口を回る。重松盛二、『日誌』（香港・演門調査 第三十七ある。村田裕彦、『日誌』（第二十三班）．がある。上海、漢口、北京、張家口、青島を回る。湊保、『日誌』（第十二班）がある。青島 済南、南京天津等を回る。湊保等の『北京語補助動詞の研究』がある。一九一二年東京出身 国務院外事弁公室編集印刷の『日本人物辞典』（前掲）下巻第二千五百九十五頁に、彼 連絡先として東京都中央区銀座東二｜四竹田ピル三階近代映画協会内と記載があり、この協会職員であ 「同文書院在学中に長春、恰爾演、沈陽、鞍山、安東、大問、張家口、包頭、漢口、九江、南京、辞州 杭州など 活動する。卒業後は東京 帰り 間もなく軍に徴兵され長春の南嶺兵舎へ配属させられる。後に、沈陽 鞍山へと移動し、経理（軍需）学校に勤務する。北京に移り四ヶ月生活したことがあったが、一九四五年五月帰国 軍需少尉となる。一九五一年頃から映画活動 従事し始め、一九五六年 日本映画代表団の乙羽信子の随行員として訪中 、日本映画祭に 席する。中国についてはとても詳 いが 在華中、私に対する態度はひどく倣慢で友好的ではなく、何に対しても興味を示さず、「 あるものは、全て日本にもある」と言ったことがあった。ま 日本 知識分子は全て「表面上は共





景、大連、回る。福田経（三十九期）、『日誌』（第七班）がある。南京、済南、北京等を回る。福田経らの『華北に於ける政治建設状況、新民会工作を中心とする』もある。長崎出身、一説には福岡出身。一九四二年当時西部第四十七部隊新原隊福田班に配属 一説には朝日生命（華北合作社）にいたとも言われ、一九八八年十 月十八日死去。福田のこの新民会の報告は大変価値がある。一九八九年十二月、光明日報出版社が 市棺案館編『日偽北京新民会』（三十五万字、四百五頁）を出版した。これは現在のところこのテ
l
マに関する出版物では最も完備されたもの






ついに軍令によって華北 新民会、南京の大民会、上海の興亜建国運動及び武漢の共和党等の偽満共和会のような偽民間中国人の政治組織を解散するよう要求し、一九四一年一一月一日を以って迂偽の東亜連盟 国総 が で設立する総会へ合流するよう命じた。こ は公然と迂偽に政治上の非迂偽系列の傍流偽組織を「統一」させ こ であった。実際これより以前、既に穆斌はこ 点に気付き、一九四
O
年五月に北平で「中国東亜連盟協会」を成立させ、愚かにも形を換えて新民 を遣し、在偽と対抗した。結果は九四一 十 首相に就任した東条英機の命令によって、僅かに華北の新民会は残されたものの、新民会はの支部になれなかった。
一九四三年一月二十六日には迂精衛を新民会名誉会長に










広長敬太郎、『日誌』（第十二班）がある。上海から南京、徐州、済南、天津へ至る。別の一冊では、浦口、南京、徐州、済南へ至る。また第十三班での『天津旧英国租界』がある。賀来揚子郎、『日誌』（第三十一班、南支、寧波地区調査班）。この中で、一九四二年六月八日上海から船に乗って出発、九日寧波に到着し、埠頭で先輩の近幸一郎（三十六期生、大分県出身、色白で長身 性格は温厚、当時上海東亜海運支店日本輸出部 勤務、既に亡くなった）と会う。十日、憲兵隊に行き春木谷曹長に会いに恵政巷特務機関へ行く。十二日熱を出す。十四日馬殿（幸治郎、同期、一九八五年八月二十六日亡くなる）が寧波 来 十五日機関の山本政務部長と会い、錫箔と麦藁帽子についての情況を知る。三 二期の西山進先輩（鳥取県出身 当時上海九江路二百三十号辞漸院税務総署に勤務 存命中）の紹介を聞き入れてくれたコ十六日、泉機関長と会う。二十三日馬殿が上海へ帰る
3
二十四日、船で余挑へ移動、特務機関





商代表南京事務所に移り、一九四一年大使館に改められる、後に新京満洲国外交部に転任、戦後は新聞社に勤務、一九八七年九月二十六日亡くなる）に会う。三日蕪湖 到着三菱で馬殿の弟に会う。途中漢口調査から帰りの村田（裕彦、一九 七年十一月二十五日死去）と緒方（正義、一九四五年七月二十五日戦死）と会う。四日 演華洋行の光石先輩（重爾、十五期生、 八九六年三月生、本籍地は佐賀県、書院卒業後、江商 入社、上海、カルカツ夕 ジャワ各支店に勤務、一九三 に光石商会に移り、翌年九月繍華洋行に入社、十二月蕪湖に転属し出張所主任となる 併せて陸軍主計少佐に任じられ、居留民評議員及び在郷軍人分会副分会長 推される。読書を好み、真宗を信奉した。蕪湖四明路仁義里三十三号繍華洋行に 住 電話あり。妻は一九
O
一年生まれ、長男の純一は当時関西学院に在学、




日亡くなる）を訪問する。同日、土手先輩（年松 三 六期生、広島出身で柔道部。性格は豪放で、当時は蕪湖 明路仁義里三十三号の三井洋行に勤務、一九四
O
年に上海に
転勤し、三井洋行退社後の一九七八年十月二十四日亡くなる）を訪問。六日安慶に到着、 日九江に到着、八日石灰窯到着、大冶に行き二期生の江口先輩（良吉、 形 出身。かつては武昌警察学校副教員及び長崎高等商業学校教授を





『北京国家図書館所磁東亜同文曾院1938-43年 曾院生夏季旅行調査報告書及び日誌目 S革」29 
一六年に戸牧駒雄の次女として生まれる。長男の徳義は一九三九年生まれ。黒木正吉、『日誌』（蒙彊第一斑）がある。青島、済南、石門、天津、吉林、恰爾演を回る。別の一冊は青島、済南、北京、奉天を回る。横田文貞、『日誌』（第十二班）がある。鎮江、南京、徐州、済南を回る。別の一冊は、上海、南京、浦口、徐州、新京を回る。荒木勇、『日誌』（第十五班）がある。上海、南京、蕪湖南昌、江西、大連を 他に『戦時下に於ける九江の米穀について』がある。吉田悼三、『日誌』（第四班 北支蒙彊方面）がある。青島、済南、張家口、北京、 を回る。金丸一夫、『日誌』（第十二班）がある。青島から済南、北京等を回る。今回章、『日誌』（第三十二班 南支調査班）がある。久保徹之、『日誌』（ 十五班）がある。青島 京、天津、南口を回る。駒井輝男、『日誌』（束、南、中支調査 ）がある。巻木定輝、『日誌』（第二十一班）、蕪湖、南京、漢口、上海を回る。巻木定輝、土田正治の第二十一・二十九班、『人民団体』があ堀口博園、『日誌』（第二十八班、南支）がある。他の一冊は中支那班のもの、堀口博園 北村清八郎、清野幸雄岩見淳一『清郷工作及純正国民尚早亡。瀬戸真夫、『日誌』（第十七班、済南金融通貨調査 がある。青島、済南、北京、大問、太原を 別の一冊は、




箔業に関係する部分を整理して、補足とする。中国の紙箔業は清の乾隆年間には既にかなり発達しており、特に道光年間の初めには最盛期を迎えていた。当時、所江、江西の二省が中国の紙箔産業の中心であり、特に漸江の寧波 紹興、杭州の三都市と鹿門（福建南部の冥紙の中心地も含む）に集中していた。他にも広東東部の蓮陽、澄海付近も中心地であり、そ 原料 （竹紙）は福建、広東東部地域の特産 広く一般民家で造る で 冥紙は福建、広東東部一帯 広く製造されたのである。これは東南沿海地区の手工業が比較的発達していたことと関係しており、また現地の迷信的気風が濃いことを反映している。度門は別に特産地ではない 、貿易港と 竹紙の集積地となったので、日本占領以前には重要な紙箔 産地であった。新生活運動等の近代化による排斥 あったにも関わらず、依然として一般民衆は信仰を守ったので紙箔の生産量及び輸出の数量は高く 紙箔製造 基盤はとても強かった。日本の中国占領地の最高行政機関興亜院の鹿門連絡部の一九四
0年度調査に拠ると、当時の鹿門は紙箔業者が四十
八あり、その多くはただの作業場である。冥紙とは、広く葬祭時に使われる紙製品のことであり、
厳格に言えば神仏 前で燃やす紙 ことであり これは当時中国の漢文化地域で広 行われていたもので、別名を焼金銀紙または単に焼紙とも言い、紙箔は冥紙の大部分を占めていた。実際の紙箔の生産は原料の紙を再加工 、その上に錫箔を貼る。因って、鹿門 「薄」とも言われる。一九三四年のいわゆる新生活運動は冥紙業にかなりの打撃











『北京国家図曾館所蔵東亜同文密院1938-43年 寄院生夏季旅行調査報告書及び日誌目 jlJ31 
冥紙生産の設備はいたって簡単である。主に錠、寿金制、

















会の成立によって、偽市政府社会課と鹿門市商会は次のような意見を出した。即ち、日本の大陸沿岸の封鎖により、福建各地 南洋 向け の冥紙の輸出高は激減している。出来るだけ速やかに占領前 状態に戻すことによっ 、失業者に仕事を与え、社会の安定を維持し、ど ように原料を輸入するか考慮されたいである。清の道光年間に鹿門の紙箔業はたいへん発達したが、具体的な同業組合の名称は分かっていない。一九三
O
年三月










立後、政府は迷信を打破することを理由に錫箔に対して重税を課したが、長年の習俗は変えがたく、日本占領前でも錫箔業は漸江省の主要産業であった。一九＝二年以来、省財政庁は特別税徴収 専門主管局を置き、省庫の主要な収入となっていた。寧波の錫箔業は江東沿岸や市内に散在しており、規模は市内が小さく、市外の方が大きい。製造方法が煩蹟である故に生産過程で分業作業をおこない、工員は一つの工程を専門にやっている。また、同業 集中しているというなかで、一つの業種の中が幾つかの業種に分かれている。製造過程について言えば、箔作 鋪、楕紙、紙戸、研紙の四工程に分けられている。売買に ては箔荘、箔店、箔客の三つに分かれている。原料の経営者に至っては 櫨紙作、紙桟等がある。箔作即ち錫葉製作業者は、寧波に七十余軒、工員は一千四百余名に達する。錫鋪は錫葉を紙に貼り付ける 者で六十余軒あり、箔作と兼ねて る業者も た 梢紙 紙戸は箔鋪に代わって紙の上 伸ばした錫葉を貼る業者で、主に女工を使っていた。研紙は 箔を磨く工場のこ で 寧波に約百軒、五 の工員がいた。箔荘とは客 代わて売買する中間の箔商のことで、寧波 二十六軒あり そ
の内七軒は江東及び市内にあった各々の箔荘商会に加入している。箔客は、蘇州、上海、常州、無錫、南京及、ぴその他の地方の販売代理商のことで 寧波に二十余名いた。箔店のような小規模の小売店に至つては非常 沢山ある。紙には、鹿鳴紙、京放紙、段方紙、連五、黄襲、廠黄、寧荘紙等がある。鹿鳴紙 富陽、奉化、会稽、粛山、諸畳などで生産され、会稽産は品質が劣る。各地の鹿鳴紙は漸江省の箔鋪の全てが採用している。京放紙は一名を京辺ものと言い、富陽、粛山 諸畳などで生産される。通常、箔鋪が扱う段方紙は富陽、競山、連五で生産され 黄筆廠筆紙などもまた 寧荘紙は諸畳の楓橋、杜渓山で生産される。寧波では毎年錫箔用紙は百数十万元に達する。錫箔の名称には双九（別名は楊黄）、尖内（別名は鐘何）、長行、普車、裁当、好市、亦五、十八 四方 六方など種類も多く、箔鋪 一種類 錫箔を売ってい も、往々にして名称を変えて他店と区別するので 容易に繁雑に ってしまうのである。品質 四方を以て最良とし る。まとめると、錫箔は四つの等級にわかれ、価格は千枚単位で二！三角或いは五！六角異なる。同省内で売られるのは日本占領前は二千八百六十万元、約四割を占め、残り 五割は江藤省で販売され 圏内のその他の省、例えば安徽省、湖北省、福建省などで販売されるものが約一割、海外へ売られるものは少ない。箔客は寧波、紹興、杭州で生産した を梱包し、水陸各種運送方法を利用して他地へ運ぶ、また人に代理させるときは、箔価 十五%を営業税 して取る。
『北京国家図書館所属Ui亜同文曾院1938-43年 寄院生夏季旅行調査報告曾及び日誌IHお33 
寧波には販売のみの箔荘業も公会があり、一九＝二年四
月に発足、市内の太保廟にあった。紹興と杭州にも箔庄業公会があった。しかし、寧波では生産に従事する箔鋪業は同業組合はない。日本占領後は、沿岸封鎖及び原材料供給の一部断絶により、箔業件数の減少をみた。杭州の錫箔業は民国になってから迷信の排除や重税のため、業務は大幅に縮小されたが、農村市場は広く、一九三一年には全市に四百三十軒あり、その資本総額 四十一八万元、就 人員はご了五万人 年間売り上げ 八百五十余万元あった。製造工程は、箔作 箔鋪、情紙戸 研紙の四工程に分けられ、各工程は各々自作業で 互いに関連しあっている。杭州産の錫箔 名称の違いによって、好細、的車、普車、双九、紹段、郷践という区別がある。質量ともに紹興の紹箔を超える。祭杷用の焼紙は紙質の要求は低く、近代、中国の各地で生産されていた。例えば、一九四
0
年代初め、元々あった
小資本経営の二つ 工場が壊れた麻製 靴を使って焼紙を造り、大き は一尺位、一束九十五枚とし、年産千束、現地の鬼神を杷るのに供されるだけであっ （注4）。
一九四一年五月、日本の駐華製紙業組織の人が一冊 本
を著した。その中で、焼紙は中国 迷信であり 葬祭 時に燃やした灰が空に舞い上っ 天意に達するというのである。紙 節約する今日では最も不経済であり この迷信を根絶するのにまだ時聞がかか だろう。日本の駐華製紙業界の一人として中国の紙節約及、ぴ迷信の打破 関して勿論興味を持っている。これは中国の紙資源貿易を更 進めためである。この本は、王子製紙天津駐在員 調査統計を
基にしている。一九三五年の北支（華北を指す、以下同じ）での焼紙の生産量は三十六万ポンド 梱）、省外からの搬入一九五一六四五三ポンド、差し引いた焼紙の搬出六一
O














ているが、その意味は分からない）としても生産され、種類も海尖紙（または海光紙、尖と光は字形が似ている）、元表紙、京虹紙 土在紙及び烏虹紙と った種類があった。華人居住地ではどこでも需要があったため、満洲（現在の内蒙古東部及びもと熱河に属していた河北省の一部も含む）やシベリアで販売された。ちり紙の需要は少なく、焼紙のように大きくならなかったので、焼 の生産が主客転倒し、主要生産品となった。
この会社は分工場を持っていて、一九二五年九月十五日に合弁会社を資本金十万円で牛家屯に開業させた 、後に














































京、上海、徐 大岡 北京を回る。他の一冊では、南京、開封、奉天、釜山を回る。三浦良男、渡辺卓郎、岡秀彦の『都市の経済機能の分析』は石丸岩夫のテ！マと近い。山田静雄、『日誌』（第十二班）があり、南京、徐州 済南、青島、北 を回る。山田尚、『日誌』（第五班）があり 青島から済南、泰山、石門、包頭などに至る。杉本出雲、『日誌』（第三十七 る。他に『満洲開拓村調査』もある。後に愛知大学教授となり、一九九
O
年
一一月二十五日亡くな杉山恭衛、『日誌』（第十二班）があり、上海から南京、浦口、徐州、済南、天津 北京へ 。他に 『新政権治下に於ける教育建設状況』がある。深沢邦基、『日誌』（第三十八班北支調査班）がある。石凡岩夫、『日誌』（第十五班）があり、青島 大連 済









回る。南支班。松城弘、『日誌』（第七班、北支調査班）があり、青島、済南、北京を回る。他の一冊では南京、済南、北京等を回る。松尾七郎、『日誌』（第十五班、北支調査班）がある。青島、済南、北京、張家口、北京を回る。他に『大東亜戦争の中国人並び外国人に与えた影響』があ松山升、『日誌』（第十班）があり、上海から南京、蘇州へ至る。松野谷夫、『日誌』（第三十七北満調査班）がある。松野谷夫、岡本健、高原茂美、杉本出雲の『満洲国北安省緩綾県第三次開拓国瑞穂村』。松野は一九二一年一月十八日佐賀県に生まれる。佐賀 学卒業 国務院外事弁公室編集印制の『日本人物辞典』（前掲）中巻第千七百八頁に 連絡先は東京都千代田区有楽町二｜三朝日新聞社 新聞記者朝日新聞社外報（国外消費？）部員。「一九四三年九月上海東亜同文書院卒業後は朝日新聞社に入社、現在も勤務。最初は 大阪本社に勤務、一九四五年二月西部本社に転任、一九五
O
年一月東京本社東アジア部に転属し、一
九五二年九月から東京本社外報部に勤務する。一九五七年一一月中国に取材に来ることが許可される。松野は五ヶ月以上滞在し、約百以上の記事、七万字以上を書き、中国の整風・反右派闘争・政治協商会議・全人代などについて詳細な報道をした。彼は反右派闘争 「自由批判」 対す 冷や水であると考え、中国には「自由」がないと考えた。「人々なんでも話していいと言っておきながら 後で逆にお前は正しくないと言うようなやり方は理解でき 」と彼
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蔭山恒義、『日誌』（第三十四班、南支）があり、上海｜香港。標田治平、『日誌』（第十九班）があり上海、青島、芝宋天津、北京、南京を回る。永井康吉、『日誌』（第五班）があり、青島から済南 北京に至る。他の一冊では北支第五班 青島 済南、包頭、北京を回る。宇佐美和彦、『日誌』（第六班、太原 揚州、南京、徐州、済南、石門、北京、大同を回る。他の一冊では徐州から済南 石門 天津に至る。宇佐忠人、『日誌』（無錫班）がある。他に『無錫県県政
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比嘉定雄、『崇明島教育調査報告』。柴田敏之、江都班、標題は『大旅行日記抄』。他に『江都県金融通貨物価状況』がある。六月に調査。長島一夫、武進班 歴史と地理について述べている。赤司武夫、『南通経済班集荷配給のニ』。赤沢修二、『日誌』（武進班）がある。他に『武進県言語習俗調査報告書』（学部三年甲組）がある。川村実、南通班、『南通県工業調査報告書』。川崎法太郎、『日誌』（常州班）がある。他に『報告』がある。川崎昭二、（『大学史』には名前が漏れている）、『上海地産経営』。川崎謙吉、丹陽班、 報告』がある。村田裕彦など、第二十三班 『農村生産物の集荷制度、蕪湖の米』。大屋英夫、数野泰 『常熟県教育調査報告』堤徹、常熟班、『支那社会の実証的研究 百二十四頁プラス三頁。一九一二年六月八日鞍山に生まれる、北海道出身、国務院外事弁公室編集印刷の『日本人物辞典』（前掲）下巻第二千七百四十一頁に「連絡先が神奈川県川崎市戸手二の五十三、東京都中央区銀座西二 一東方商会内、東方商会営業課長とある。一九三四年三月大連嶺前小学校を卒業、一九三八年二月大連第一中学校を卒業し、一九四
O
年
一一月上海東亜同文書院予科卒業、一九四 年十二月同大商学部を卒業（硬式テニス部に参加）する 一九四五年六月交易営団需品局業務部に勤 、（登復員本部勤務、一九
四六年復員）、一九四八年四月閉鎖機関整理委員会（敗戦後、各機関の撤回事務を処理する機構）資産処 局機械金属部特殊鋼課（旧軍用特殊鋼の在庫処理輸出業務を主管）に勤務、一九五一 四月千代田金属産業に入社し、特殊鋼や廃棄銅の輸出業務や日本特殊鋼、特殊製鋼、日本金属工業、日本治金工業、大同製鋼、日本発条、日立製作所等の製品の圏内販売及び特殊鋼材の輸入（西ドイツやカナダから）業務に携わる。一九五 年一月望月海運に転職、横浜支社次長に就任し陸・海運での関税に関する仕事 携わ 。一九五六年二月東邦商会に入社、企画課課長に就任し、一九五七年十月 運輸課長、後、営 長、今に至る。一九五六年五月から八月まで北京に滞在し商談し、一九五六年十月から一九五七年十月末まで北京と上海で日本商品貿易展覧会に出席し、後に広州での中国輸出商品交易会にて商談する。その後更に、北京 戻り一年間 商談 ため滞在る。一九五八年三月から五月ま 中国五 進口公司の招きで北京で商談する。中国語が達者、誠実 サラリーマン気質、中日貿易に積極的に取りくむ」とある。他 も東南アジアとの貿易にも従事し、 七八 からは中日貿易を専門に行い 東邦商会の役員に就任する。東輝夫、第二十一班、『安慶の救済事業』。これは大変価値のある実地調査報告である。『大学史』には三 七期で、熊本県出身、剣道に通じ、三浩電気会社を経営する。のち病気を患い療養し、存命。豊川永玉、武進班、調査旅行の日程を追加。蜂尾慶六、『泰県人口家族制度』。福谷精作、武錫班、『武錫県 報告書（史地）』。











十二頁、北方に至り、標題『大旅行調査日誌』。他に『江都県郷土芸術』がある。原田正人と共に『江都県経済調査（集配）』。吉川一郎、常熟班、『人口に関する報告』。昭和十八年十月二十日、学部三年甲組、小竹教授指導。吉田良雄、泰県調査班、六月十六日！七月末、十七頁。北方、満洲に行く、学部二年。他 『報告』があり、二部は表紙と長短が異なり 長いのは大使館事務所へ提出用短いのは学校へ提出用。泰県工業 正文は二十六頁まで、数十枚の図表がある。吉田正夫、江都班、『日誌へ六月一日
l七月十日、頁数





がある。甲斐照敏、『丹陽工業実態調査報告書』。菅野俊作、黒沢貞夫の頁を参照。江藤卯太郎、泰県班、『泰県県政府調査』。金海政秀、常熟班、『常軌…県集荷配給機構について』。金海もしくは作者不明 常軌山 調査報告へ書面なし。今回章、第三十二班 『杭州付近を中心とする綿花の集荷制度及一般綿花状況』。今回章（昭和十七年三十九期）。伊沢寛、泰県班、学部二年甲組。久保田穣、経済（工業調査）。菊野幸夫、『江都県財政調査』。立上良美、武進班、『日誌』銅筆蘭写本、十三頁、六月一日
l七月二十九日、蒙彊へ至る。他に『江蘇省武進県教







秋山善三郎 町泰県宗教調査報告』、「泰県方言調査報告へ『泰県宗教一言語調査』。山本福三、無錫班、『日誌』。『青少年訓練』。山本孝雄、『太倉県下の訓練出版物宣伝及び宗教』。峡正毅、『海門県教育』。山田嘉彦、 泰県「県司法」調査報告書』。山尾照芳、太倉班、学部二年、『家族制度』。上回猛、『無錫班治安調査』。上野肇、老安彦臣、海門班 金融』
C




藤井芳彦、泰県班、『日誌』。藤井孝一、崇明班、『旅行日記報告』。他に『報告』がある。藤田信弘、呉県班 学部二年甲組。 呉県方言調査』、後は民歌となる。田坂博能、無錫班、乙組二十八番。 無錫に於ける言語
並びに習俗』。
田中重信、丹陽班、学部二年。『丹陽県金融調査報告書』。柘植大六、丹陽班、『日誌』と『報告』。宗教丸川辰生、丹陽班、『金融調査報告書（附・・通貨 物価）丸尾忍、丹陽班 『文化 宣伝、出版物』。尾藤勝彦、泰県班、『統制経済』。西多喜雄、崇明島班 『配給』。西内寛隆、常熟調査班 常熟工業調査』。西尾正、南通班 『南通統制経済調査報告』。峡正毅、海門班 爽正毅（前掲）を参照。下隠登善吉、呉県調査班、社会 日誌』 他に『呉県
楓橋鎮内諸部落の社会的考察』がある。執筆年号をつけてない。呉県社会班、謄写本。向野貴文、武進班、標題は『大旅行日記報告』。学部二年乙組。
小倉義信、『崇明島の工業調査』。小川清、南通班。経済班、『南通集荷配給』。小松康宏、江都班、（風俗） （言語）、『報告』二冊ある。小中清、常熟班、『報告 言語 』。熊野実、『海門工業』。伊藤茂、『江都県に於ける教育概況』。益田憲吉、海門調査班、『官－伝 訓練、出版物』。永野厳、『常熟に於ける金融（通貨 物価）』。有野芳郎、常熟班 支那家族制度』。原不二郎、崇明班。原不二郎、原英一、崇明班、『史地』。原英て崇明班、『日朱』。原田正人、花井清二良を参照。早瀬次雄、『常熟県に於ける統制経済の現況』。増山恵三、江崎村太 江都班、『報告』、社会調査。益田義範、斉藤（博？）、松原（四十期 松原一夫？等『包頭市調査資料』。斉藤鉄弥、南通班 二冊のうち 一冊は後に附録多数。学部二年甲組、経済。志村房造、無錫調査班 『無錫県の人口及び無錫に於る社会職業団体』。中村信、蘇州班、『日誌』。他に 県政報告書』があり無錫班。佐藤金人、南通班、『蘇北清郷工作南通特別区行政』。書名頁数なしの『報告』が二種 一つが済南班、一つが崇明班のもの。
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（一九九九年九月の時点における調査）
明らかな誤植は訳者が訂正した。原文中、明らかな誤りの訂正は最少限に止めた。
〔〕は筆者注
筆者・・房建昌
（中国社会科学院辺境史地研究センター副研究員）
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武井義和（愛知大学大学院中国研究科後期博士課程在籍中）前田克彦（愛知大学大学院中国研究科後期博士課程在学中）
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